
医
療
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

医
療
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
五
十
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

第
一
条
の
十
一

（
略
）

第
一
条
の
十
一

（
略
）

２

病
院
等
の
管
理
者
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
体
制
の
確
保
に
当
た
つ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
（
た
だ
し
、
第
三
号
の
二
に
あ
つ
て
は
エ
ッ
ク
ス
線
装
置
又
は
第
二
十
四
条
第
一
号
か
ら
第
八

号
の
二
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
も
の
を
備
え
て
い
る
病
院
又
は
診
療
所
に
、
第
四
号
に
あ
つ
て
は
特
定
機

能
病
院
及
び
臨
床
研
究
中
核
病
院
（
以
下
「
特
定
機
能
病
院
等
」
と
い
う
。）以
外
の
病
院
に
限
る
。）。

２

病
院
等
の
管
理
者
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
体
制
の
確
保
に
当
た
つ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
（
た
だ
し
、
第
四
号
に
つ
い
て
は
、
特
定
機
能
病
院
及
び
臨
床
研
究
中
核
病
院
（
以
下
「
特
定

機
能
病
院
等
」
と
い
う
。）以
外
の
病
院
に
限
る
。）。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

三
の
二

診
療
用
放
射
線
に
係
る
安
全
管
理
の
た
め
の
体
制
の
確
保
に
係
る
措
置
と
し
て
、
診
療
用
放
射
線
の

利
用
に
係
る
安
全
な
管
理
（
以
下
「
安
全
利
用
」
と
い
う
。）の
た
め
の
責
任
者
を
配
置
し
、
次
に
掲
げ
る
事

項
を
行
わ
せ
る
こ
と
。

（
新
設
）

イ

診
療
用
放
射
線
の
安
全
利
用
の
た
め
の
指
針
の
策
定

ロ

放
射
線
診
療
に
従
事
す
る
者
に
対
す
る
診
療
用
放
射
線
の
安
全
利
用
の
た
め
の
研
修
の
実
施

ハ

次
に
掲
げ
る
も
の
を
用
い
た
放
射
線
診
療
を
受
け
る
者
の
当
該
放
射
線
に
よ
る
被
ば
く
線
量
の
管
理
及

び
記
録
そ
の
他
の
診
療
用
放
射
線
の
安
全
利
用
を
目
的
と
し
た
改
善
の
た
め
の
方
策
の
実
施

厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
放
射
線
診
療
に
用
い
る
医
療
機
器

第
二
十
四
条
第
八
号
に
規
定
す
る
陽
電
子
断
層
撮
影
診
療
用
放
射
性
同
位
元
素

第
二
十
四
条
第
八
号
の
二
に
規
定
す
る
診
療
用
放
射
性
同
位
元
素

四

（
略
）

四

（
略
）

第
六
条
の
五
の
二

（
略
）

第
六
条
の
五
の
二

（
略
）

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

特
定
臨
床
研
究
（
法
第
四
条
の
三
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
特
定
臨
床
研
究
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
、

第
九
条
の
二
の
三
、
第
九
条
の
二
十
四
、
第
九
条
の
二
十
五
及
び
第
二
十
二
条
の
七
に
お
い
て
同
じ
。）に
関

す
る
計
画
を
立
案
し
、
及
び
実
施
す
る
能
力
を
有
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

一

特
定
臨
床
研
究
（
法
第
四
条
の
三
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
特
定
臨
床
研
究
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に

関
す
る
計
画
を
立
案
し
、
及
び
実
施
す
る
能
力
を
有
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

二
〜
八

（
略
）

二
〜
八

（
略
）

３
・
４

（
略
）

３
・
４

（
略
）

第
二
十
一
条

法
第
二
十
一
条
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
（
病
院
の
施
設
及
び
そ
の
構
造
設
備
に

係
る
も
の
に
限
る
。）で
あ
つ
て
、
都
道
府
県
が
条
例
を
定
め
る
に
当
た
つ
て
参
酌
す
べ
き
も
の
は
、
次
の
各
号

に
掲
げ
る
施
設
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
構
造
設
備
を
有
す
る
こ
と
と
す
る
。

第
二
十
一
条

法
第
二
十
一
条
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
（
病
院
の
施
設
及
び
そ
の
構
造
設
備
に

係
る
も
の
に
限
る
。）で
あ
つ
て
、
都
道
府
県
が
条
例
を
定
め
る
に
当
た
つ
て
参
酌
す
べ
き
も
の
は
、
次
の
各
号

に
掲
げ
る
施
設
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
構
造
設
備
を
有
す
る
こ
と
と
す
る
。

一

消
毒
施
設
及
び
洗
濯
施
設
（
法
第
十
五
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
繊
維
製
品
の
滅
菌
消
毒
の
業
務
又

は
寝
具
類
の
洗
濯
の
業
務
を
委
託
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
業
務
に
係
る
設
備
を
除
く
。）
蒸
気
、
ガ
ス
若

し
く
は
薬
品
を
用
い
又
は
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
入
院
患
者
及
び
職
員
の
被
服
、
寝
具
等
の
消
毒
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
（
消
毒
施
設
を
有
す
る
病
院
に
限
る
。）。

一

消
毒
施
設
及
び
洗
濯
施
設
（
法
第
十
五
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
繊
維
製
品
の
減
菌
消
毒
の
業
務
又

は
寝
具
類
の
洗
濯
の
業
務
を
委
託
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
業
務
に
係
る
設
備
を
除
く
。）
蒸
気
、
ガ
ス
若

し
く
は
薬
品
を
用
い
又
は
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
入
院
患
者
及
び
職
員
の
被
服
、
寝
具
等
の
消
毒
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
（
消
毒
施
設
を
有
す
る
病
院
に
限
る
。）。

二
〜
四

（
略
）

二
〜
四

（
略
）

平成年月日 月曜日 (号外第号)官 報
〇
厚
生
労
働
省
令
第
二
十
一
号

医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
第
六
条
の
十
二
及
び
第
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
医
療
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
十
一
日

厚
生
労
働
大
臣

根
本

匠





第
二
十
一
条
の
五

法
第
二
十
二
条
第
一
号
か
ら
第
八
号
ま
で
の
規
定
に
よ
る
施
設
及
び
記
録
は
、
次
の
と
お
り

と
す
る
。

第
二
十
一
条
の
五

法
第
二
十
二
条
第
一
号
か
ら
第
八
号
ま
で
の
規
定
に
よ
る
施
設
及
び
記
録
は
、
次
の
と
お
り

と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

診
療
に
関
す
る
諸
記
録
は
、
過
去
二
年
間
の
病
院
日
誌
、
各
科
診
療
日
誌
、
処
方
せ
ん
、
手
術
記
録
、
看

護
記
録
、
検
査
所
見
記
録
、
エ
ッ
ク
ス
線
写
真
、
紹
介
状
、
退
院
し
た
患
者
に
係
る
入
院
期
間
中
の
診
療
経

過
の
要
約
及
び
入
院
診
療
計
画
書
と
す
る
。

二

診
療
に
関
す
る
諸
記
録
は
、
過
去
二
年
間
の
病
院
日
誌
、
各
科
診
療
日
誌
、
処
方
せ
ん
、
手
術
記
録
、
看

護
記
録
、
検
査
所
見
記
録
、
エ
ツ
ク
ス
線
写
真
、
紹
介
状
、
退
院
し
た
患
者
に
係
る
入
院
期
間
中
の
診
療
経

過
の
要
約
及
び
入
院
診
療
計
画
書
と
す
る
。

三

（
略
）

三

（
略
）

（
法
第
十
五
条
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
）

（
法
第
十
五
条
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
）

第
二
十
四
条

法
第
十
五
条
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
と
す
る
。

第
二
十
四
条

法
第
十
五
条
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
と
す
る
。

一

病
院
又
は
診
療
所
に
、
診
療
の
用
に
供
す
る
一
メ
ガ
電
子
ボ
ル
ト
以
上
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有
す
る
電
子
線

又
は
エ
ッ
ク
ス
線
の
発
生
装
置
（
以
下
「
診
療
用
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
放
射
線
発
生
装
置
」
と
い
う
。）を
備
え
よ

う
と
す
る
場
合

一

病
院
又
は
診
療
所
に
、
診
療
の
用
に
供
す
る
一
メ
ガ
電
子
ボ
ル
ト
以
上
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有
す
る
電
子
線

又
は
エ
ツ
ク
ス
線
の
発
生
装
置
（
以
下
「
診
療
用
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
放
射
線
発
生
装
置
」
と
い
う
。）を
備
え
よ

う
と
す
る
場
合

二

（
略
）

二

（
略
）

三

病
院
又
は
診
療
所
に
、
放
射
線
を
放
出
す
る
同
位
元
素
若
し
く
は
そ
の
化
合
物
又
は
こ
れ
ら
の
含
有
物
で

あ
つ
て
放
射
線
を
放
出
す
る
同
位
元
素
の
数
量
及
び
濃
度
が
別
表
第
二
に
定
め
る
数
量
（
以
下「
下
限
数
量
」

と
い
う
。）及
び
濃
度
を
超
え
る
も
の
（
以
下
「
放
射
性
同
位
元
素
」
と
い
う
。）で
密
封
さ
れ
た
も
の
を
装
備

し
て
い
る
診
療
の
用
に
供
す
る
照
射
機
器
で
、
そ
の
装
備
す
る
放
射
性
同
位
元
素
の
数
量
が
下
限
数
量
に
千

を
乗
じ
て
得
た
数
量
を
超
え
る
も
の
（
第
七
号
に
定
め
る
機
器
を
除
く
。
以
下「
診
療
用
放
射
線
照
射
装
置
」

と
い
う
。）を
備
え
よ
う
と
す
る
場
合

三

病
院
又
は
診
療
所
に
、
放
射
線
を
放
出
す
る
同
位
元
素
若
し
く
は
そ
の
化
合
物
又
は
こ
れ
ら
の
含
有
物
で

あ
つ
て
放
射
線
を
放
出
す
る
同
位
元
素
の
数
量
及
び
濃
度
が
別
表
第
二
に
定
め
る
数
量
（
以
下「
下
限
数
量
」

と
い
う
。）及
び
濃
度
を
超
え
る
も
の
（
以
下
「
放
射
性
同
位
元
素
」
と
い
う
。）で
密
封
さ
れ
た
も
の
を
装
備

し
て
い
る
診
療
の
用
に
供
す
る
照
射
機
器
で
、
そ
の
装
備
す
る
放
射
性
同
位
元
素
の
数
量
が
下
限
数
量
に
千

を
乗
じ
て
得
た
数
量
を
超
え
る
も
の
（
第
六
号
に
定
め
る
機
器
を
除
く
。
以
下「
診
療
用
放
射
線
照
射
装
置
」

と
い
う
。）を
備
え
よ
う
と
す
る
場
合

四

病
院
又
は
診
療
所
に
、
密
封
さ
れ
た
放
射
性
同
位
元
素
を
装
備
し
て
い
る
診
療
の
用
に
供
す
る
照
射
機
器

で
そ
の
装
備
す
る
放
射
性
同
位
元
素
の
数
量
が
下
限
数
量
に
千
を
乗
じ
て
得
た
数
量
以
下
の
も
の
（
第
七
号

に
定
め
る
機
器
を
除
く
。
以
下
「
診
療
用
放
射
線
照
射
器
具
」
と
い
う
。）を
備
え
よ
う
と
す
る
場
合

四

病
院
又
は
診
療
所
に
、
密
封
さ
れ
た
放
射
性
同
位
元
素
を
装
備
し
て
い
る
診
療
の
用
に
供
す
る
照
射
機
器

で
そ
の
装
備
す
る
放
射
性
同
位
元
素
の
数
量
が
下
限
数
量
に
千
を
乗
じ
て
得
た
数
量
以
下
の
も
の
（
第
六
号

に
定
め
る
機
器
を
除
く
。
以
下
「
診
療
用
放
射
線
照
射
器
具
」
と
い
う
。）を
備
え
よ
う
と
す
る
場
合

五
〜
七

（
略
）

五
〜
七

（
略
）

八

病
院
又
は
診
療
所
に
、
密
封
さ
れ
て
い
な
い
放
射
性
同
位
元
素
で
あ
つ
て
陽
電
子
放
射
断
層
撮
影
装
置
に

よ
る
画
像
診
断
に
用
い
る
も
の
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の
（
以
下
「
陽
電
子
断
層
撮
影
診
療
用
放
射
性
同

位
元
素
」
と
い
う
。）を
備
え
よ
う
と
す
る
場
合

八

病
院
又
は
診
療
所
に
、
医
薬
品
又
は
医
薬
品
医
療
機
器
等
法
第
二
条
第
十
七
項
に
規
定
す
る
治
験
の
対
象

と
さ
れ
る
薬
物
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
治
験
薬
」
と
い
う
。）で
あ
る
放
射
性
同
位
元
素
で
密
封
さ
れ
て

い
な
い
も
の
（
放
射
性
同
位
元
素
で
あ
つ
て
、
陽
電
子
放
射
断
層
撮
影
装
置
に
よ
る
画
像
診
断
（
以
下
「
陽

電
子
断
層
撮
影
診
療
」
と
い
う
。）に
用
い
る
も
の
（
以
下
「
陽
電
子
断
層
撮
影
診
療
用
放
射
性
同
位
元
素
」

と
い
う
。）の
う
ち
、
医
薬
品
又
は
治
験
薬
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
以
下
「
診
療
用
放
射
性
同
位
元
素
」
と
い

う
。）を
備
え
よ
う
と
す
る
場
合
又
は
陽
電
子
断
層
撮
影
診
療
用
放
射
性
同
位
元
素
を
備
え
よ
う
と
す
る
場
合

イ

第
一
条
の
十
一
第
二
項
第
二
号
ハ

に
規
定
す
る
医
薬
品

（
新
設
）

ロ

医
薬
品
医
療
機
器
等
法
第
二
十
三
条
の
二
の
五
第
一
項
若
し
く
は
第
二
十
三
条
の
二
の
十
七
第
一
項
の

承
認
（
医
薬
品
医
療
機
器
等
法
第
二
十
三
条
の
二
の
五
第
十
一
項
（
医
薬
品
医
療
機
器
等
法
第
二
十
三
条

の
二
の
十
七
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
変
更
の
承
認
を
含
む
。）若
し
く
は
医
薬
品
医

療
機
器
等
法
第
二
十
三
条
の
二
の
二
十
三
第
一
項
の
認
証
（
同
条
第
六
項
の
変
更
の
認
証
を
含
む
。）を
受

け
て
い
る
体
外
診
断
用
医
薬
品
又
は
医
薬
品
医
療
機
器
等
法
第
二
十
三
条
の
二
の
十
二
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
届
出
（
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
届
出
を
含
む
。）が
行
わ
れ
て
い
る
体
外
診
断
用
医
薬
品

（
新
設
）

ハ

第
一
条
の
十
一
第
二
項
第
二
号
ハ

に
規
定
す
る
も
の
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の

（
新
設
）

治
験
（
医
薬
品
医
療
機
器
等
法
第
二
条
第
十
七
項
に
規
定
す
る
治
験
を
い
う
。
第
三
十
条
の
三
十
二

の
二
第
一
項
第
十
三
号
及
び
別
表
第
一
に
お
い
て
同
じ
。）に
用
い
る
も
の

臨
床
研
究
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
臨
床
研
究
に
用
い
る
も
の

再
生
医
療
等
の
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
八
十
五
号
）
第
二
条
第

一
項
に
規
定
す
る
再
生
医
療
等
に
用
い
る
も
の
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厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
先
進
医
療
及
び
患
者
申
出
療
養
並
び
に
施
設
基
準
（
平
成
二
十
年
厚
生
労

働
省
告
示
第
百
二
十
九
号
）
第
二
各
号
若
し
く
は
第
三
各
号
に
掲
げ
る
先
進
医
療
又
は
第
四
に
掲
げ
る

患
者
申
出
療
養
に
用
い
る
も
の

ニ

治
療
又
は
診
断
の
た
め
に
医
療
を
受
け
る
者
に
対
し
投
与
さ
れ
る
医
薬
品
で
あ
つ
て
、
当
該
治
療
又
は

診
断
を
行
う
病
院
又
は
診
療
所
に
お
い
て
調
剤
さ
れ
る
も
の
（
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
該
当
す
る
も
の
を
除

く
。）

（
新
設
）

八
の
二

病
院
又
は
診
療
所
に
、
密
封
さ
れ
て
い
な
い
放
射
性
同
位
元
素
で
あ
つ
て
陽
電
子
放
射
断
層
撮
影
装

置
に
よ
る
画
像
診
断
に
用
い
な
い
も
の
の
う
ち
、
前
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
（
以
下
「
診
療
用
放

射
性
同
位
元
素
」
と
い
う
。）を
備
え
よ
う
と
す
る
場
合

（
新
設
）

九
〜
十
一

（
略
）

九
〜
十
一

（
略
）

十
二

病
院
又
は
診
療
所
に
、
エ
ッ
ク
ス
線
装
置
、
診
療
用
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
放
射
線
発
生
装
置
、
診
療
用
粒
子

線
照
射
装
置
、
診
療
用
放
射
線
照
射
装
置
、
診
療
用
放
射
線
照
射
器
具
又
は
放
射
性
同
位
元
素
装
備
診
療
機

器
を
備
え
な
く
な
つ
た
場
合

十
二

病
院
又
は
診
療
所
に
、
エ
ツ
ク
ス
線
装
置
、
診
療
用
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
放
射
線
発
生
装
置
、
診
療
用
粒
子

線
照
射
装
置
、
診
療
用
放
射
線
照
射
装
置
、
診
療
用
放
射
線
照
射
器
具
又
は
放
射
性
同
位
元
素
装
備
診
療
機

器
を
備
え
な
く
な
つ
た
場
合

十
三

（
略
）

十
三

（
略
）

（
エ
ッ
ク
ス
線
装
置
の
届
出
）

（
エ
ッ
ク
ス
線
装
置
の
届
出
）

第
二
十
四
条
の
二

病
院
又
は
診
療
所
に
診
療
の
用
に
供
す
る
エ
ッ
ク
ス
線
装
置
（
定
格
出
力
の
管
電
圧
（
波
高

値
と
す
る
。
以
下
同
じ
。）が
十
キ
ロ
ボ
ル
ト
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
有
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
一
メ
ガ
電
子

ボ
ル
ト
未
満
の
も
の
に
限
る
。
以
下
「
エ
ッ
ク
ス
線
装
置
」
と
い
う
。）を
備
え
た
と
き
の
法
第
十
五
条
第
三
項

の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
十
日
以
内
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
つ
て

行
う
も
の
と
す
る
。

第
二
十
四
条
の
二

病
院
又
は
診
療
所
に
診
療
の
用
に
供
す
る
エ
ツ
ク
ス
線
装
置
（
定
格
出
力
の
管
電
圧
（
波
高

値
と
す
る
。
以
下
同
じ
。）が
十
キ
ロ
ボ
ル
ト
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
有
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
一
メ
ガ
電
子

ボ
ル
ト
未
満
の
も
の
に
限
る
。
以
下
「
エ
ツ
ク
ス
線
装
置
」
と
い
う
。）を
備
え
た
と
き
の
法
第
十
五
条
第
三
項

の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
十
日
以
内
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
つ
て

行
う
も
の
と
す
る
。

一
〜
五

（
略
）

一
〜
五

（
略
）

（
診
療
用
放
射
性
同
位
元
素
又
は
陽
電
子
断
層
撮
影
診
療
用
放
射
性
同
位
元
素
の
届
出
）

（
診
療
用
放
射
性
同
位
元
素
又
は
陽
電
子
断
層
撮
影
診
療
用
放
射
性
同
位
元
素
の
届
出
）

第
二
十
八
条

第
二
十
四
条
第
八
号
又
は
第
八
号
の
二
に
該
当
す
る
場
合
の
法
第
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る

届
出
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
行
う
も
の
と
す

る
。

第
二
十
八
条

第
二
十
四
条
第
八
号
に
該
当
す
る
場
合
の
法
第
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
あ
ら
か

じ
め
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一
〜
五

（
略
）

一
〜
五

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
エ
ッ
ク
ス
線
装
置
の
防
護
）

（
エ
ッ
ク
ス
線
装
置
の
防
護
）

第
三
十
条

エ
ッ
ク
ス
線
装
置
は
、
次
に
掲
げ
る
障
害
防
止
の
方
法
を
講
じ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
条

エ
ッ
ク
ス
線
装
置
は
、
次
に
掲
げ
る
障
害
防
止
の
方
法
を
講
じ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

エ
ッ
ク
ス
線
管
の
容
器
及
び
照
射
筒
は
、
利
用
線
錐す
い

以
外
の
エ
ッ
ク
ス
線
量
が
次
に
掲
げ
る
自
由
空
気
中

の
空
気
カ
ー
マ
率
（
以
下
「
空
気
カ
ー
マ
率
」
と
い
う
。）に
な
る
よ
う
に
し
や
へ
い
す
る
こ
と
。

一

エ
ツ
ク
ス
線
管
の
容
器
及
び
照
射
筒
は
、
利
用
線
錐
以
外
の
エ
ツ
ク
ス
線
量
が
次
に
掲
げ
る
自
由
空
気
中

の
空
気
カ
ー
マ
率
（
以
下
「
空
気
カ
ー
マ
率
」
と
い
う
。）に
な
る
よ
う
に
し
や
へ
い
す
る
こ
と
。

イ

定
格
管
電
圧
が
五
十
キ
ロ
ボ
ル
ト
以
下
の
治
療
用
エ
ッ
ク
ス
線
装
置
に
あ
つ
て
は
、
エ
ッ
ク
ス
線
装
置

の
接
触
可
能
表
面
か
ら
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
い
て
、
一
・
〇
ミ
リ
グ
レ
イ
毎
時
以
下

イ

定
格
管
電
圧
が
五
十
キ
ロ
ボ
ル
ト
以
下
の
治
療
用
エ
ツ
ク
ス
線
装
置
に
あ
つ
て
は
、
エ
ツ
ク
ス
線
装
置

の
接
触
可
能
表
面
か
ら
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
い
て
、
一
・
〇
ミ
リ
グ
レ
イ
毎
時
以
下

ロ

定
格
管
電
圧
が
五
十
キ
ロ
ボ
ル
ト
を
超
え
る
治
療
用
エ
ッ
ク
ス
線
装
置
に
あ
つ
て
は
、
エ
ッ
ク
ス
線
管

焦
点
か
ら
一
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
い
て
十
ミ
リ
グ
レ
イ
毎
時
以
下
か
つ
エ
ッ
ク
ス
線
装
置
の
接
触
可
能

表
面
か
ら
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
い
て
三
百
ミ
リ
グ
レ
イ
毎
時
以
下

ロ

定
格
管
電
圧
が
五
十
キ
ロ
ボ
ル
ト
を
超
え
る
治
療
用
エ
ツ
ク
ス
線
装
置
に
あ
つ
て
は
、
エ
ツ
ク
ス
線
管

焦
点
か
ら
一
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
い
て
十
ミ
リ
グ
レ
イ
毎
時
以
下
か
つ
エ
ツ
ク
ス
線
装
置
の
接
触
可
能

表
面
か
ら
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
い
て
三
百
ミ
リ
グ
レ
イ
毎
時
以
下

ハ

定
格
管
電
圧
が
百
二
十
五
キ
ロ
ボ
ル
ト
以
下
の
口
内
法
撮
影
用
エ
ッ
ク
ス
線
装
置
に
あ
つ
て
は
、
エ
ッ

ク
ス
線
管
焦
点
か
ら
一
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
い
て
、
〇
・
二
五
ミ
リ
グ
レ
イ
毎
時
以
下

ハ

定
格
管
電
圧
が
百
二
十
五
キ
ロ
ボ
ル
ト
以
下
の
口
内
法
撮
影
用
エ
ツ
ク
ス
線
装
置
に
あ
つ
て
は
、
エ
ツ

ク
ス
線
管
焦
点
か
ら
一
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
い
て
、
〇
・
二
五
ミ
リ
グ
レ
イ
毎
時
以
下

ニ

イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
エ
ッ
ク
ス
線
装
置
以
外
の
エ
ッ
ク
ス
線
装
置
に
あ
つ
て
は
、
エ
ッ
ク
ス
線
管

焦
点
か
ら
一
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
い
て
、
一
・
〇
ミ
リ
グ
レ
イ
毎
時
以
下

ニ

イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
エ
ツ
ク
ス
線
装
置
以
外
の
エ
ツ
ク
ス
線
装
置
に
あ
つ
て
は
、
エ
ツ
ク
ス
線
管

焦
点
か
ら
一
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
い
て
、
一
・
〇
ミ
リ
グ
レ
イ
毎
時
以
下

ホ

コ
ン
デ
ン
サ
式
エ
ッ
ク
ス
線
高
電
圧
装
置
に
あ
つ
て
は
、
充
電
状
態
で
あ
つ
て
、照
射
時
以
外
の
と
き
、

接
触
可
能
表
面
か
ら
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
い
て
、
二
十
マ
イ
ク
ロ
グ
レ
イ
毎
時
以
下

ホ

コ
ン
デ
ン
サ
式
エ
ツ
ク
ス
線
高
電
圧
装
置
に
あ
つ
て
は
、
充
電
状
態
で
あ
つ
て
、照
射
時
以
外
の
と
き
、

接
触
可
能
表
面
か
ら
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
い
て
、
二
十
マ
イ
ク
ロ
グ
レ
イ
毎
時
以
下

平成年月日 月曜日 (号外第号)官 報 



二

エ
ッ
ク
ス
線
装
置
に
は
、次
に
掲
げ
る
利
用
線
錐す
い

の
総
濾ろ

過
と
な
る
よ
う
な
附
加
濾ろ

過
板
を
付
す
る
こ
と
。

二

エ
ツ
ク
ス
線
装
置
に
は
、次
に
掲
げ
る
利
用
線
錐
の
総
濾
過
と
な
る
よ
う
な
附
加
濾
過
板
を
付
す
る
こ
と
。

イ

定
格
管
電
圧
が
七
十
キ
ロ
ボ
ル
ト
以
下
の
口
内
法
撮
影
用
エ
ッ
ク
ス
線
装
置
に
あ
つ
て
は
、
ア
ル
ミ
ニ

ウ
ム
当
量
一
・
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上

イ

定
格
管
電
圧
が
七
十
キ
ロ
ボ
ル
ト
以
下
の
口
内
法
撮
影
用
エ
ツ
ク
ス
線
装
置
に
あ
つ
て
は
、
ア
ル
ミ
ニ

ウ
ム
当
量
一
・
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上

ロ

定
格
管
電
圧
が
五
十
キ
ロ
ボ
ル
ト
以
下
の
乳
房
撮
影
用
エ
ッ
ク
ス
線
装
置
に
あ
つ
て
は
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ

ム
当
量
〇
・
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
又
は
モ
リ
ブ
デ
ン
当
量
〇
・
〇
三
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上

ロ

定
格
管
電
圧
が
五
十
キ
ロ
ボ
ル
ト
以
下
の
乳
房
撮
影
用
エ
ツ
ク
ス
線
装
置
に
あ
つ
て
は
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ

ム
当
量
〇
・
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
又
は
モ
リ
ブ
デ
ン
当
量
〇
・
〇
三
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上

ハ

輸
血
用
血
液
照
射
エ
ッ
ク
ス
線
装
置
、
治
療
用
エ
ッ
ク
ス
線
装
置
及
び
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
エ
ッ
ク
ス

線
装
置
以
外
の
エ
ッ
ク
ス
線
装
置
に
あ
つ
て
は
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
当
量
二
・
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上

ハ

輸
血
用
血
液
照
射
エ
ツ
ク
ス
線
装
置
、
治
療
用
エ
ツ
ク
ス
線
装
置
及
び
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
エ
ツ
ク
ス

線
装
置
以
外
の
エ
ツ
ク
ス
線
装
置
に
あ
つ
て
は
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
当
量
二
・
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上

２

透
視
用
エ
ッ
ク
ス
線
装
置
は
、
前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
障
害
防
止
の
方
法
を
講
じ
た

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

透
視
用
エ
ッ
ク
ス
線
装
置
は
、
前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
障
害
防
止
の
方
法
を
講
じ
た

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

透
視
中
の
患
者
へ
の
入
射
線
量
率
は
、患
者
の
入
射
面
の
利
用
線
錐す
い

の
中
心
に
お
け
る
空
気
カ
ー
マ
率
が
、

五
十
ミ
リ
グ
レ
イ
毎
分
以
下
に
な
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
操
作
者
の
連
続
し
た
手
動
操
作
の
み
で

作
動
し
、
作
動
中
連
続
し
た
警
告
音
等
を
発
す
る
よ
う
に
し
た
高
線
量
率
透
視
制
御
を
備
え
た
装
置
に
あ
つ

て
は
、
百
二
十
五
ミ
リ
グ
レ
イ
毎
分
以
下
に
な
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

一

透
視
中
の
患
者
へ
の
入
射
線
量
率
は
、患
者
の
入
射
面
の
利
用
線
錐
の
中
心
に
お
け
る
空
気
カ
ー
マ
率
が
、

五
十
ミ
リ
グ
レ
イ
毎
分
以
下
に
な
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
操
作
者
の
連
続
し
た
手
動
操
作
の
み
で

作
動
し
、
作
動
中
連
続
し
た
警
告
音
等
を
発
す
る
よ
う
に
し
た
高
線
量
率
透
視
制
御
を
備
え
た
装
置
に
あ
つ

て
は
、
百
二
十
五
ミ
リ
グ
レ
イ
毎
分
以
下
に
な
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

二

（
略
）

二

（
略
）

三

エ
ッ
ク
ス
線
管
焦
点
皮
膚
間
距
離
が
三
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
に
な
る
よ
う
な
装
置
又
は
当
該
皮
膚
焦

点
間
距
離
未
満
で
照
射
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
を
設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
手
術
中
に
使

用
す
る
エ
ッ
ク
ス
線
装
置
の
エ
ッ
ク
ス
線
管
焦
点
皮
膚
間
距
離
に
つ
い
て
は
、
二
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上

に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

三

エ
ツ
ク
ス
線
管
焦
点
皮
膚
間
距
離
が
三
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
に
な
る
よ
う
な
装
置
又
は
当
該
皮
膚
焦

点
間
距
離
未
満
で
照
射
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
を
設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
手
術
中
に
使

用
す
る
エ
ツ
ク
ス
線
装
置
の
エ
ツ
ク
ス
線
管
焦
点
皮
膚
間
距
離
に
つ
い
て
は
、
二
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上

に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

四

利
用
す
る
エ
ッ
ク
ス
線
管
焦
点
受
像
器
間
距
離
に
お
い
て
、
受
像
面
を
超
え
な
い
よ
う
に
エ
ッ
ク
ス
線
照

射
野
を
絞
る
装
置
を
備
え
る
こ
と
。
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
と
き
は
、
受
像
面
を
超
え
る
エ
ッ
ク
ス
線
照
射

野
を
許
容
す
る
も
の
と
す
る
。

四

利
用
す
る
エ
ツ
ク
ス
線
管
焦
点
受
像
器
間
距
離
に
お
い
て
、
受
像
面
を
超
え
な
い
よ
う
に
エ
ツ
ク
ス
線
照

射
野
を
絞
る
装
置
を
備
え
る
こ
と
。
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
と
き
は
、
受
像
面
を
超
え
る
エ
ツ
ク
ス
線
照
射

野
を
許
容
す
る
も
の
と
す
る
。

イ

受
像
面
が
円
形
で
エ
ッ
ク
ス
線
照
射
野
が
矩
形
の
場
合
に
お
い
て
、
エ
ッ
ク
ス
線
照
射
野
が
受
像
面
に

外
接
す
る
大
き
さ
を
超
え
な
い
と
き
。

イ

受
像
面
が
円
形
で
エ
ツ
ク
ス
線
照
射
野
が
矩
形
の
場
合
に
お
い
て
、
エ
ツ
ク
ス
線
照
射
野
が
受
像
面
に

外
接
す
る
大
き
さ
を
超
え
な
い
と
き
。

ロ

照
射
方
向
に
対
し
垂
直
な
受
像
面
上
で
直
交
す
る
二
本
の
直
線
を
想
定
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
直
線
に
お
け
る
エ
ッ
ク
ス
線
照
射
野
の
縁
と
の
交
点
及
び
受
像
面
の
縁
と
の
交
点
の
間
の
距
離
（
以

下
こ
の
条
に
お
い
て
「
交
点
間
距
離
」
と
い
う
。）の
和
が
そ
れ
ぞ
れ
焦
点
受
像
器
間
距
離
の
三
パ
ー
セ
ン

ト
を
超
え
ず
、
か
つ
、
こ
れ
ら
の
交
点
間
距
離
の
総
和
が
焦
点
受
像
器
間
距
離
の
四
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え

な
い
と
き
。

ロ

照
射
方
向
に
対
し
垂
直
な
受
像
面
上
で
直
交
す
る
二
本
の
直
線
を
想
定
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
直
線
に
お
け
る
エ
ツ
ク
ス
線
照
射
野
の
縁
と
の
交
点
及
び
受
像
面
の
縁
と
の
交
点
の
間
の
距
離
（
以

下
こ
の
条
に
お
い
て
「
交
点
間
距
離
」
と
い
う
。）の
和
が
そ
れ
ぞ
れ
焦
点
受
像
器
間
距
離
の
三
パ
ー
セ
ン

ト
を
超
え
ず
、
か
つ
、
こ
れ
ら
の
交
点
間
距
離
の
総
和
が
焦
点
受
像
器
間
距
離
の
四
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え

な
い
と
き
。

五

利
用
線
錐す
い

中
の
蛍
光
板
、
イ
メ
ー
ジ
イ
ン
テ
ン
シ
フ
ァ
イ
ア
等
の
受
像
器
を
通
過
し
た
エ
ッ
ク
ス
線
の
空

気
カ
ー
マ
率
が
、
利
用
線
錐す
い

中
の
蛍
光
板
、
イ
メ
ー
ジ
イ
ン
テ
ン
シ
フ
ァ
イ
ア
等
の
受
像
器
の
接
触
可
能
表

面
か
ら
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
い
て
、
百
五
十
マ
イ
ク
ロ
グ
レ
イ
毎
時
以
下
に
な
る
よ
う
に
す
る

こ
と
。

五

利
用
線
錐
中
の
蛍
光
板
、
イ
メ
ー
ジ
イ
ン
テ
ン
シ
フ
ァ
イ
ア
等
の
受
像
器
を
通
過
し
た
エ
ツ
ク
ス
線
の
空

気
カ
ー
マ
率
が
、
利
用
線
錐
中
の
蛍
光
板
、
イ
メ
ー
ジ
イ
ン
テ
ン
シ
フ
ァ
イ
ア
等
の
受
像
器
の
接
触
可
能
表

面
か
ら
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
い
て
、
百
五
十
マ
イ
ク
ロ
グ
レ
イ
毎
時
以
下
に
な
る
よ
う
に
す
る

こ
と
。

六

透
視
時
の
最
大
受
像
面
を
三
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
超
え
る
部
分
を
通
過
し
た
エ
ッ
ク
ス
線
の
空
気
カ
ー

マ
率
が
、
当
該
部
分
の
接
触
可
能
表
面
か
ら
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
い
て
、
百
五
十
マ
イ
ク
ロ
グ

レ
イ
毎
時
以
下
に
な
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

六

透
視
時
の
最
大
受
像
面
を
三
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
超
え
る
部
分
を
通
過
し
た
エ
ツ
ク
ス
線
の
空
気
カ
ー

マ
率
が
、
当
該
部
分
の
接
触
可
能
表
面
か
ら
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
い
て
、
百
五
十
マ
イ
ク
ロ
グ

レ
イ
毎
時
以
下
に
な
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

七

利
用
線
錐す
い

以
外
の
エ
ッ
ク
ス
線
を
有
効
に
し
や
へ
い
す
る
た
め
の
適
切
な
手
段
を
講
じ
る
こ
と
。

七

利
用
線
錐
以
外
の
エ
ツ
ク
ス
線
を
有
効
に
し
や
へ
い
す
る
た
め
の
適
切
な
手
段
を
講
じ
る
こ
と
。

３

撮
影
用
エ
ッ
ク
ス
線
装
置
（
胸
部
集
検
用
間
接
撮
影
エ
ッ
ク
ス
線
装
置
を
除
く
。）は
、
第
一
項
に
規
定
す
る

も
の
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
障
害
防
止
の
方
法
（
Ｃ
Ｔ
エ
ッ
ク
ス
線
装
置
に
あ
つ
て
は
第
一
号
に
掲
げ
る
も
の

を
、
骨
塩
定
量
分
析
エ
ッ
ク
ス
線
装
置
に
あ
つ
て
は
第
二
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）を
講
じ
た
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

３

撮
影
用
エ
ツ
ク
ス
線
装
置
（
胸
部
集
検
用
間
接
撮
影
エ
ツ
ク
ス
線
装
置
を
除
く
。）は
、
第
一
項
に
規
定
す
る

も
の
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
障
害
防
止
の
方
法
（
Ｃ
Ｔ
エ
ツ
ク
ス
線
装
置
に
あ
つ
て
は
第
一
号
に
掲
げ
る
も
の

を
、
骨
塩
定
量
分
析
エ
ツ
ク
ス
線
装
置
に
あ
つ
て
は
第
二
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）を
講
じ
た
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

一

利
用
す
る
エ
ッ
ク
ス
線
管
焦
点
受
像
器
間
距
離
に
お
い
て
、
受
像
面
を
超
え
な
い
よ
う
に
エ
ッ
ク
ス
線
照

射
野
を
絞
る
装
置
を
備
え
る
こ
と
。
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
と
き
は
受
像
面
を
超
え
る
エ
ッ
ク
ス
線
照
射
野

を
許
容
す
る
も
の
と
し
、
又
は
口
内
法
撮
影
用
エ
ッ
ク
ス
線
装
置
に
あ
つ
て
は
照
射
筒
の
端
に
お
け
る
エ
ッ

一

利
用
す
る
エ
ツ
ク
ス
線
管
焦
点
受
像
器
間
距
離
に
お
い
て
、
受
像
面
を
超
え
な
い
よ
う
に
エ
ツ
ク
ス
線
照

射
野
を
絞
る
装
置
を
備
え
る
こ
と
。
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
と
き
は
受
像
面
を
超
え
る
エ
ツ
ク
ス
線
照
射
野

を
許
容
す
る
も
の
と
し
、
又
は
口
内
法
撮
影
用
エ
ツ
ク
ス
線
装
置
に
あ
つ
て
は
照
射
筒
の
端
に
お
け
る
エ
ツ
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イ

受
像
面
が
円
形
で
エ
ッ
ク
ス
線
照
射
野
が
矩
形
の
場
合
に
お
い
て
、
エ
ッ
ク
ス
線
照
射
野
が
受
像
面
に

外
接
す
る
大
き
さ
を
超
え
な
い
と
き
。

イ

受
像
面
が
円
形
で
エ
ツ
ク
ス
線
照
射
野
が
矩
形
の
場
合
に
お
い
て
、
エ
ツ
ク
ス
線
照
射
野
が
受
像
面
に

外
接
す
る
大
き
さ
を
超
え
な
い
と
き
。

ロ

（
略
）

ロ

（
略
）

ク
ス
線
照
射
野
の
直
径
が
六
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下
に
な
る
よ
う
に
す
る
も
の
と
し
、
乳
房
撮
影
用

エ
ッ
ク
ス
線
装
置
に
あ
つ
て
は
エ
ッ
ク
ス
線
照
射
野
に
つ
い
て
患
者
の
胸
壁
に
近
い
患
者
支
持
器
の
縁
を
超

え
る
広
が
り
が
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
ず
、
か
つ
、
受
像
面
の
縁
を
超
え
る
エ
ッ
ク
ス
線
照
射
野
の
広
が

り
が
焦
点
受
像
器
間
距
離
の
二
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
な
い
よ
う
に
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

ク
ス
線
照
射
野
の
直
径
が
六
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下
に
な
る
よ
う
に
す
る
も
の
と
し
、
乳
房
撮
影
用
エ

ツ
ク
ス
線
装
置
に
あ
つ
て
は
エ
ツ
ク
ス
線
照
射
野
に
つ
い
て
患
者
の
胸
壁
に
近
い
患
者
支
持
器
の
縁
を
超
え

る
広
が
り
が
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
ず
、
か
つ
、
受
像
面
の
縁
を
超
え
る
エ
ツ
ク
ス
線
照
射
野
の
広
が
り

が
焦
点
受
像
器
間
距
離
の
二
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
な
い
よ
う
に
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

二

エ
ッ
ク
ス
線
管
焦
点
皮
膚
間
距
離
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
拡
大
撮
影
を
行
う
場

合
（
ヘ
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く
。）に
あ
つ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

二

エ
ツ
ク
ス
線
管
焦
点
皮
膚
間
距
離
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
拡
大
撮
影
を
行
う
場

合
（
ヘ
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く
。）に
あ
つ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

イ

定
格
管
電
圧
が
七
十
キ
ロ
ボ
ル
ト
以
下
の
口
内
法
撮
影
用
エ
ッ
ク
ス
線
装
置
に
あ
つ
て
は
、
十
五
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
以
上

イ

定
格
管
電
圧
が
七
十
キ
ロ
ボ
ル
ト
以
下
の
口
内
法
撮
影
用
エ
ツ
ク
ス
線
装
置
に
あ
つ
て
は
、
十
五
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
以
上

ロ

定
格
管
電
圧
が
七
十
キ
ロ
ボ
ル
ト
を
超
え
る
口
内
法
撮
影
用
エ
ッ
ク
ス
線
装
置
に
あ
つ
て
は
、
二
十
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上

ロ

定
格
管
電
圧
が
七
十
キ
ロ
ボ
ル
ト
を
超
え
る
口
内
法
撮
影
用
エ
ツ
ク
ス
線
装
置
に
あ
つ
て
は
、
二
十
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上

ハ

（
略
）

ハ

（
略
）

ニ

移
動
型
及
び
携
帯
型
エ
ッ
ク
ス
線
装
置
に
あ
つ
て
は
、
二
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上

ニ

移
動
型
及
び
携
帯
型
エ
ツ
ク
ス
線
装
置
に
あ
つ
て
は
、
二
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上

ホ

Ｃ
Ｔ
エ
ッ
ク
ス
線
装
置
に
あ
つ
て
は
、
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上

ホ

Ｃ
Ｔ
エ
ツ
ク
ス
線
装
置
に
あ
つ
て
は
、
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上

ヘ

乳
房
撮
影
用
エ
ッ
ク
ス
線
装
置
（
拡
大
撮
影
を
行
う
場
合
に
限
る
。）に
あ
つ
て
は
、
二
十
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
以
上

ヘ

乳
房
撮
影
用
エ
ツ
ク
ス
線
装
置
（
拡
大
撮
影
を
行
う
場
合
に
限
る
。）に
あ
つ
て
は
、
二
十
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
以
上

ト

イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
エ
ッ
ク
ス
線
装
置
以
外
の
エ
ッ
ク
ス
線
装
置
に
あ
つ
て
は
、
四
十
五
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
以
上

ト

イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
エ
ツ
ク
ス
線
装
置
以
外
の
エ
ツ
ク
ス
線
装
置
に
あ
つ
て
は
、
四
十
五
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
以
上

三

移
動
型
及
び
携
帯
型
エ
ッ
ク
ス
線
装
置
及
び
手
術
中
に
使
用
す
る
エ
ッ
ク
ス
線
装
置
に
あ
つ
て
は
、
エ
ッ

ク
ス
線
管
焦
点
及
び
患
者
か
ら
二
メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ
た
位
置
に
お
い
て
操
作
で
き
る
構
造
と
す
る
こ
と
。

三

移
動
型
及
び
携
帯
型
エ
ツ
ク
ス
線
装
置
及
び
手
術
中
に
使
用
す
る
エ
ツ
ク
ス
線
装
置
に
あ
つ
て
は
、
エ
ツ

ク
ス
線
管
焦
点
及
び
患
者
か
ら
二
メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ
た
位
置
に
お
い
て
操
作
で
き
る
構
造
と
す
る
こ
と
。

４

胸
部
集
検
用
間
接
撮
影
エ
ッ
ク
ス
線
装
置
は
、
第
一
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
障
害
防
止

の
方
法
を
講
じ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

胸
部
集
検
用
間
接
撮
影
エ
ツ
ク
ス
線
装
置
は
、
第
一
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
障
害
防
止

の
方
法
を
講
じ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

利
用
線
錐す
い

が
角
錐す
い

型
と
な
り
、
か
つ
、
利
用
す
る
エ
ッ
ク
ス
線
管
焦
点
受
像
器
間
距
離
に
お
い
て
、
受
像

面
を
超
え
な
い
よ
う
に
エ
ッ
ク
ス
線
照
射
野
を
絞
る
装
置
を
備
え
る
こ
と
。
た
だ
し
、
照
射
方
向
に
対
し
垂

直
な
受
像
面
上
で
直
交
す
る
二
本
の
直
線
を
想
定
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
直
線
に
お
け
る
交
点

間
距
離
の
和
が
そ
れ
ぞ
れ
焦
点
受
像
器
間
距
離
の
三
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
ず
、
か
つ
、
こ
れ
ら
の
交
点
間
距

離
の
総
和
が
焦
点
受
像
器
間
距
離
の
四
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
な
い
と
き
は
、
受
像
面
を
超
え
る
エ
ッ
ク
ス
線

照
射
野
を
許
容
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

一

利
用
線
錐
が
角
錐
型
と
な
り
、
か
つ
、
利
用
す
る
エ
ツ
ク
ス
線
管
焦
点
受
像
器
間
距
離
に
お
い
て
、
受
像

面
を
超
え
な
い
よ
う
に
エ
ツ
ク
ス
線
照
射
野
を
絞
る
装
置
を
備
え
る
こ
と
。
た
だ
し
、
照
射
方
向
に
対
し
垂

直
な
受
像
面
上
で
直
交
す
る
二
本
の
直
線
を
想
定
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
直
線
に
お
け
る
交
点

間
距
離
の
和
が
そ
れ
ぞ
れ
焦
点
受
像
器
間
距
離
の
三
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
ず
、
か
つ
、
こ
れ
ら
の
交
点
間
距

離
の
総
和
が
焦
点
受
像
器
間
距
離
の
四
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
な
い
と
き
は
、
受
像
面
を
超
え
る
エ
ツ
ク
ス
線

照
射
野
を
許
容
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

二

（
略
）

二

（
略
）

三

被
照
射
体
の
周
囲
に
は
、
箱
状
の
し
や
へ
い
物
を
設
け
る
こ
と
と
し
、
そ
の
し
や
へ
い
物
か
ら
十
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
け
る
空
気
カ
ー
マ
が
、
一
ば
く
射
に
つ
き
一
・
〇
マ
イ
ク
ロ
グ
レ
イ
以
下
に
な
る
よ

う
に
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
エ
ッ
ク
ス
線
装
置
の
操
作
そ
の
他
の
業
務
に
従
事
す
る
者
が
照
射
時
に
室
外
へ

容
易
に
退
避
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

三

被
照
射
体
の
周
囲
に
は
、
箱
状
の
し
や
へ
い
物
を
設
け
る
こ
と
と
し
、
そ
の
し
や
へ
い
物
か
ら
十
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
け
る
空
気
カ
ー
マ
が
、
一
ば
く
射
に
つ
き
一
・
〇
マ
イ
ク
ロ
グ
レ
イ
以
下
に
な
る
よ

う
に
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
エ
ツ
ク
ス
線
装
置
の
操
作
そ
の
他
の
業
務
に
従
事
す
る
者
が
照
射
時
に
室
外
へ

容
易
に
退
避
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

５

治
療
用
エ
ッ
ク
ス
線
装
置
（
近
接
照
射
治
療
装
置
を
除
く
。）は
、
第
一
項
に
規
定
す
る
障
害
防
止
の
方
法
を

講
ず
る
ほ
か
、
濾ろ

過
板
が
引
き
抜
か
れ
た
と
き
は
、
エ
ッ
ク
ス
線
の
発
生
を
遮
断
す
る
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
を
設

け
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

治
療
用
エ
ッ
ク
ス
線
装
置
（
近
接
照
射
治
療
装
置
を
除
く
。）は
、
第
一
項
に
規
定
す
る
障
害
防
止
の
方
法
を

講
ず
る
ほ
か
、
濾ろ

過
板
が
引
き
抜
か
れ
た
と
き
は
、
エ
ツ
ク
ス
線
の
発
生
を
遮
断
す
る
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
を
設

け
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
廃
棄
施
設
）

（
廃
棄
施
設
）

第
三
十
条
の
十
一

診
療
用
放
射
性
同
位
元
素
、
陽
電
子
断
層
撮
影
診
療
用
放
射
性
同
位
元
素
又
は
放
射
性
同
位

元
素
に
よ
つ
て
汚
染
さ
れ
た
物
（
以
下
「
医
療
用
放
射
性
汚
染
物
」
と
い
う
。）を
廃
棄
す
る
施
設
（
以
下
「
廃

棄
施
設
」
と
い
う
。）の
構
造
設
備
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

第
三
十
条
の
十
一

診
療
用
放
射
性
同
位
元
素
、
陽
電
子
断
層
撮
影
診
療
用
放
射
性
同
位
元
素
又
は
放
射
性
同
位

元
素
に
よ
つ
て
汚
染
さ
れ
た
物
（
以
下
「
医
療
用
放
射
性
汚
染
物
」
と
い
う
。）を
廃
棄
す
る
施
設
（
以
下
「
廃

棄
施
設
」
と
い
う
。）の
構
造
設
備
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
〜
四

（
略
）

一
〜
四

（
略
）
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五

医
療
用
放
射
性
汚
染
物
を
保
管
廃
棄
す
る
場
合
（
次
号
に
規
定
す
る
場
合
を
除
く
。）に
は
、
次
に
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
保
管
廃
棄
設
備
を
設
け
る
こ
と
。

五

医
療
用
放
射
性
汚
染
物
を
保
管
廃
棄
す
る
揚
合
（
次
号
に
規
定
す
る
場
合
を
除
く
。）に
は
、
次
に
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
保
管
廃
棄
設
備
を
設
け
る
こ
と
。

イ
〜
ニ

（
略
）

イ
〜
ニ

（
略
）

六

陽
電
子
断
層
撮
影
診
療
用
放
射
性
同
位
元
素
（
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
種
類
ご
と
に
そ
の
一
日
最
大
使

用
数
量
が
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
数
量
以
下
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）又
は

陽
電
子
断
層
撮
影
診
療
用
放
射
性
同
位
元
素
に
よ
つ
て
汚
染
さ
れ
た
物
を
保
管
廃
棄
す
る
場
合
に
は
、
陽
電

子
断
層
撮
影
診
療
用
放
射
性
同
位
元
素
又
は
陽
電
子
断
層
撮
影
診
療
用
放
射
性
同
位
元
素
に
よ
つ
て
汚
染
さ

れ
た
物
以
外
の
物
が
混
入
し
、
又
は
付
着
し
な
い
よ
う
に
封
及
び
表
示
を
し
、
当
該
陽
電
子
断
層
撮
影
診
療

用
放
射
性
同
位
元
素
の
原
子
の
数
が
一
を
下
回
る
こ
と
が
確
実
な
期
間
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
期

間
を
超
え
て
管
理
区
域
内
に
お
い
て
行
う
こ
と
。

六

陽
電
子
断
層
撮
影
診
療
用
放
射
性
同
位
元
素
（
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
種
類
ご
と
に
そ
の
一
日
最
大
使

用
数
量
が
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
数
量
以
下
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）又
は

陽
電
子
断
層
撮
影
診
療
用
放
射
性
同
位
元
素
に
よ
つ
て
汚
染
さ
れ
た
物
を
保
管
廃
棄
す
る
塲
合
に
は
、
陽
電

子
断
層
撮
影
診
療
用
放
射
性
同
位
元
素
又
は
陽
電
子
断
層
撮
影
診
療
用
放
射
性
同
位
元
素
に
よ
つ
て
汚
染
さ

れ
た
物
以
外
の
物
が
混
入
し
、
又
は
付
着
し
な
い
よ
う
に
封
及
び
表
示
を
し
、
当
該
陽
電
子
断
層
撮
影
診
療

用
放
射
性
同
位
元
素
の
原
子
の
数
が
一
を
下
回
る
こ
と
が
確
実
な
期
間
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
期

間
を
超
え
て
管
理
区
域
内
に
お
い
て
行
う
こ
と
。

２
〜
４

（
略
）

２
〜
４

（
略
）

（
使
用
の
場
所
等
の
制
限
）

第
三
十
条
の
十
四

病
院
又
は
診
療
所
の
管
理
者
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
業
務
を
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中

欄
に
掲
げ
る
室
若
し
く
は
施
設
に
お
い
て
行
い
、
又
は
同
欄
に
掲
げ
る
器
具
を
用
い
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
た
だ
し
、
次
の
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
使
用
の
場
所
等
の
制
限
）

第
三
十
条
の
十
四

病
院
又
は
診
療
所
の
管
理
者
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
業
務
を
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中

欄
に
掲
げ
る
室
若
し
く
は
施
設
に
お
い
て
行
い
、
又
は
同
欄
に
掲
げ
る
器
具
を
用
い
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
た
だ
し
、
次
の
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

エ
ッ
ク
ス
線
装
置
の
使
用

エ
ッ
ク
ス
線
診
療
室

（
略
）

エ
ツ
ク
ス
線
装
置
の
使
用

エ
ツ
ク
ス
線
診
療
室

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

診
療
用
放
射
線
照
射
装
置

の
使
用

診
療
用
放
射
線
照
射
装
置

使
用
室

特
別
の
理
由
に
よ
り
エ
ッ
ク
ス
線
診
療
室
、
診

療
用
放
射
性
同
位
元
素
使
用
室
又
は
陽
電
子
断

層
撮
影
診
療
用
放
射
性
同
位
元
素
使
用
室
で
使

用
す
る
場
合
（
適
切
な
防
護
措
置
を
講
じ
た
場

合
に
限
る
。）

診
療
用
放
射
線
照
射
装
置

の
使
用

診
療
用
放
射
線
照
射
装
置

使
用
室

特
別
の
理
由
に
よ
り
エ
ツ
ク
ス
線
診
療
室
、
診

療
用
放
射
性
同
位
元
素
使
用
室
又
は
陽
電
子
断

層
撮
影
診
療
用
放
射
性
同
位
元
素
使
用
室
で
使

用
す
る
場
合
（
適
切
な
防
護
措
置
を
講
じ
た
場

合
に
限
る
。）

診
療
用
放
射
線
照
射
器
具

の
使
用

診
療
用
放
射
線
照
射
器
具

使
用
室

特
別
の
理
由
に
よ
り
エ
ッ
ク
ス
線
診
療
室
、
診

療
用
放
射
線
照
射
装
置
使
用
室
、
診
療
用
放
射

性
同
位
元
素
使
用
室
若
し
く
は
陽
電
子
断
層
撮

影
診
療
用
放
射
性
同
位
元
素
使
用
室
で
使
用
す

る
場
合
、
手
術
室
に
お
い
て
一
時
的
に
使
用
す

る
場
合
、
移
動
さ
せ
る
こ
と
が
困
難
な
患
者
に

対
し
て
放
射
線
治
療
病
室
に
お
い
て
使
用
す
る

場
合
又
は
集
中
強
化
治
療
室
若
し
く
は
心
疾
患

強
化
治
療
室
に
お
い
て
一
時
的
に
使
用
す
る
場

合
（
適
切
な
防
護
措
置
を
講
じ
た
場
合
に
限

る
。）

診
療
用
放
射
線
照
射
器
具

の
使
用

診
療
用
放
射
線
照
射
器
具

使
用
室

特
別
の
理
由
に
よ
り
エ
ツ
ク
ス
線
診
療
室
、
診

療
用
放
射
線
照
射
装
置
使
用
室
、
診
療
用
放
射

性
同
位
元
素
使
用
室
若
し
く
は
陽
電
子
断
層
撮

影
診
療
用
放
射
性
同
位
元
素
使
用
室
で
使
用
す

る
場
合
（
適
切
な
防
護
措
置
を
講
じ
た
場
合
に

限
る
。）、
手
術
室
に
お
い
て
一
時
的
に
使
用
す

る
揚
合
、
移
動
さ
せ
る
こ
と
が
困
難
な
患
者
に

対
し
て
放
射
線
治
療
病
室
に
お
い
て
使
用
す
る

場
合
又
は
適
切
な
防
護
措
置
及
び
汚
染
防
止
措

置
を
講
じ
た
上
で
集
中
強
化
治
療
室
若
し
く
は

心
疾
患
強
化
治
療
室
に
お
い
て
一
時
的
に
使
用

す
る
場
合

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

診
療
用
放
射
性
同
位
元
素

の
使
用

診
療
用
放
射
性
同
位
元
素

使
用
室

手
術
室
に
お
い
て
一
時
的
に
使
用
す
る
場
合
、

移
動
さ
せ
る
こ
と
が
困
難
な
患
者
に
対
し
て
放

射
線
治
療
病
室
に
お
い
て
使
用
す
る
場
合
、
集

中
強
化
治
療
室
若
し
く
は
心
疾
患
強
化
治
療
室

に
お
い
て
一
時
的
に
使
用
す
る
場
合
又
は
特
別

診
療
用
放
射
性
同
位
元
素

の
使
用

診
療
用
放
射
性
同
位
元
素

使
用
室

手
術
室
に
お
い
て
一
時
的
に
使
用
す
る
場
合
、

移
動
さ
せ
る
こ
と
が
困
難
な
患
者
に
対
し
て
放

射
線
治
療
病
室
に
お
い
て
使
用
す
る
場
合
、
適

切
な
防
護
措
置
及
び
汚
染
防
止
措
置
を
講
じ
た

上
で
集
中
強
化
治
療
室
若
し
く
は
心
疾
患
強
化
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（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

の
理
由
に
よ
り
陽
電
子
断
層
撮
影
診
療
用
放
射

性
同
位
元
素
使
用
室
で
使
用
す
る
場
合
（
適
切

な
防
護
措
置
及
び
汚
染
防
止
措
置
を
講
じ
た
場

合
に
限
る
。）

治
療
室
に
お
い
て
一
時
的
に
使
用
す
る
場
合
又

は
特
別
の
理
由
に
よ
り
陽
電
子
断
層
撮
影
診
療

用
放
射
性
同
位
元
素
使
用
室
で
使
用
す
る
場
合

（
適
切
な
防
護
措
置
を
講
じ
た
場
合
に
限
る
。）

（
放
射
線
診
療
従
事
者
等
の
被
ば
く
防
止
）

（
放
射
線
診
療
従
事
者
等
の
被
ば
く
防
止
）

第
三
十
条
の
十
八

病
院
又
は
診
療
所
の
管
理
者
は
、
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
措
置
の
い
ず
れ
か
及

び
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
放
射
線
診
療
従
事
者
等
（
エ
ッ
ク
ス
線
装

置
、
診
療
用
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
放
射
線
発
生
装
置
、
診
療
用
粒
子
線
照
射
装
置
、
診
療
用
放
射
線
照
射
装
置
、
診

療
用
放
射
線
照
射
器
具
、
放
射
性
同
位
元
素
装
備
診
療
機
器
、
診
療
用
放
射
性
同
位
元
素
又
は
陽
電
子
断
層
撮

影
診
療
用
放
射
性
同
位
元
素
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
エ
ッ
ク
ス
線
装
置
等
」
と
い
う
。）の
取
扱
い
、
管
理

又
は
こ
れ
に
付
随
す
る
業
務
に
従
事
す
る
者
で
あ
つ
て
管
理
区
域
に
立
ち
入
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）が

被
ば
く
す
る
線
量
が
第
三
十
条
の
二
十
七
に
定
め
る
実
効
線
量
限
度
及
び
等
価
線
量
限
度
を
超
え
な
い
よ
う
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
条
の
十
八

病
院
又
は
診
療
所
の
管
理
者
は
、
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
措
置
の
い
ず
れ
か
及

び
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
放
射
線
診
療
従
事
者
等
（
エ
ツ
ク
ス
線
装

置
、
診
療
用
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
放
射
線
発
生
装
置
、
診
療
用
粒
子
線
照
射
装
置
、
診
療
用
放
射
線
照
射
装
置
、
診

療
用
放
射
線
照
射
器
具
、
放
射
性
同
位
元
素
装
備
診
療
機
器
、
診
療
用
放
射
性
同
位
元
素
又
は
陽
電
子
断
層
撮

影
診
療
用
放
射
性
同
位
元
素
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
エ
ツ
ク
ス
線
装
置
等
」
と
い
う
。）の
取
扱
い
、
管
理

又
は
こ
れ
に
付
随
す
る
業
務
に
従
事
す
る
者
で
あ
つ
て
管
理
区
域
に
立
ち
入
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）が

被
ば
く
す
る
線
量
が
第
三
十
条
の
二
十
七
に
定
め
る
実
効
線
量
限
度
及
び
等
価
線
量
限
度
を
超
え
な
い
よ
う
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

遠
隔
操
作
装
置
又
は
鉗か

ん

子
を
用
い
る
こ
と
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
、
エ
ッ
ク
ス
線
装
置
等
と
人
体
と
の
間

に
適
当
な
距
離
を
設
け
る
こ
と
。

二

遠
隔
操
作
装
置
又
は
鉗
子
を
用
い
る
こ
と
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
、
エ
ツ
ク
ス
線
装
置
等
と
人
体
と
の
間

に
適
当
な
距
離
を
設
け
る
こ
と
。

三
〜
六

（
略
）

三
〜
六

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
エ
ッ
ク
ス
線
装
置
等
の
測
定
）

（
エ
ツ
ク
ス
線
装
置
等
の
測
定
）

第
三
十
条
の
二
十
一

病
院
又
は
診
療
所
の
管
理
者
は
、
治
療
用
エ
ッ
ク
ス
線
装
置
、
診
療
用
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
放

射
線
発
生
装
置
、
診
療
用
粒
子
線
照
射
装
置
及
び
診
療
用
放
射
線
照
射
装
置
に
つ
い
て
、
そ
の
放
射
線
量
を
六

月
を
超
え
な
い
期
間
ご
と
に
一
回
以
上
線
量
計
で
測
定
し
、
そ
の
結
果
に
関
す
る
記
録
を
五
年
間
保
存
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
条
の
二
十
一

病
院
又
は
診
療
所
の
管
理
者
は
、
治
療
用
エ
ッ
ク
ス
線
装
置
、
診
療
用
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
放

射
線
発
生
装
置
、
診
療
用
粒
子
線
照
射
装
置
及
び
診
療
用
放
射
線
照
射
装
置
に
つ
い
て
、
そ
の
放
射
線
量
を
六

月
を
超
え
な
い
期
間
ご
と
に
一
回
以
上
線
量
計
で
測
定
し
、
そ
の
結
果
に
関
す
る
記
録
を
五
年
間
保
存
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
放
射
線
障
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
所
の
測
定
）

（
放
射
線
障
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
所
の
測
定
）

第
三
十
条
の
二
十
二

病
院
又
は
診
療
所
の
管
理
者
は
、
放
射
線
障
害
の
発
生
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
所
に
つ
い

て
、
診
療
を
開
始
す
る
前
に
一
回
及
び
診
療
を
開
始
し
た
後
に
あ
つ
て
は
一
月
を
超
え
な
い
期
間
ご
と
に
一
回

（
第
一
号
に
掲
げ
る
測
定
に
あ
つ
て
は
六
月
を
超
え
な
い
期
間
ご
と
に
一
回
、
第
二
号
に
掲
げ
る
測
定
に
あ
つ

第
三
十
条
の
二
十
二

病
院
又
は
診
療
所
の
管
理
者
は
、
放
射
線
障
害
の
発
生
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
所
に
つ
い

て
、
診
療
を
開
始
す
る
前
に
一
回
及
び
診
療
を
開
始
し
た
後
に
あ
つ
て
は
一
月
を
超
え
な
い
期
間
ご
と
に
一
回

（
第
一
号
に
掲
げ
る
測
定
に
あ
つ
て
は
六
月
を
超
え
な
い
期
間
ご
と
に
一
回
、
第
二
号
に
掲
げ
る
測
定
に
あ
つ

一

エ
ッ
ク
ス
線
装
置
、
診
療
用
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
放
射
線
発
生
装
置
、
診
療
用
粒
子
線
照
射
装
置
、
診
療
用
放

射
線
照
射
装
置
又
は
放
射
性
同
位
元
素
装
備
診
療
機
器
を
固
定
し
て
取
り
扱
う
場
合
で
あ
つ
て
、
取
扱
い
の

方
法
及
び
し
や
へ
い
壁
そ
の
他
し
や
へ
い
物
の
位
置
が
一
定
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る
エ
ッ
ク
ス
線
診
療

室
、
診
療
用
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
放
射
線
発
生
装
置
使
用
室
、
診
療
用
粒
子
線
照
射
装
置
使
用
室
、
診
療
用
放
射

線
照
射
装
置
使
用
室
、
放
射
性
同
位
元
素
装
備
診
療
機
器
使
用
室
、
管
理
区
域
の
境
界
、
病
院
又
は
診
療
所

内
の
人
が
居
住
す
る
区
域
及
び
病
院
又
は
診
療
所
の
敷
地
の
境
界
に
お
け
る
放
射
線
の
量
の
測
定

一

エ
ツ
ク
ス
線
装
置
、
診
療
用
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
放
射
線
発
生
装
置
、
診
療
用
粒
子
線
照
射
装
置
、
診
療
用
放

射
線
照
射
装
置
又
は
放
射
性
同
位
元
素
装
備
診
療
機
器
を
固
定
し
て
取
り
扱
う
場
合
で
あ
つ
て
、
取
扱
い
の

方
法
及
び
し
や
へ
い
壁
そ
の
他
し
や
へ
い
物
の
位
置
が
一
定
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る
エ
ツ
ク
ス
線
診
療

室
、
診
療
用
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
放
射
線
発
生
装
置
使
用
室
、
診
療
用
粒
子
線
照
射
装
置
使
用
室
、
診
療
用
放
射

線
照
射
装
置
使
用
室
、
放
射
性
同
位
元
素
装
備
診
療
機
器
使
用
室
、
管
理
区
域
の
境
界
、
病
院
又
は
診
療
所

内
の
人
が
居
住
す
る
区
域
及
び
病
院
又
は
診
療
所
の
敷
地
の
境
界
に
お
け
る
放
射
線
の
量
の
測
定

二

（
略
）

二

（
略
）

て
は
排
水
し
、
又
は
排
気
す
る
都
度
（
連
続
し
て
排
水
し
、
又
は
排
気
す
る
場
合
は
、
連
続
し
て
））放
射
線
の

量
及
び
放
射
性
同
位
元
素
に
よ
る
汚
染
の
状
況
を
測
定
し
、
そ
の
結
果
に
関
す
る
記
録
を
五
年
間
保
存
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

て
は
排
水
し
、
又
は
排
気
す
る
都
度
（
連
続
し
て
排
水
し
、
又
は
排
気
す
る
場
合
は
、
連
続
し
て
））放
射
線
の

量
及
び
放
射
性
同
位
元
素
に
よ
る
汚
染
の
状
況
を
測
定
し
、
そ
の
結
果
に
関
す
る
記
録
を
五
年
間
保
存
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
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２

前
項
の
規
定
に
よ
る
放
射
線
の
量
及
び
放
射
性
同
位
元
素
に
よ
る
汚
染
の
状
況
の
測
定
は
、
次
の
各
号
に
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
放
射
線
の
量
及
び
放
射
性
同
位
元
素
に
よ
る
汚
染
の
状
況
の
測
定
は
、
次
の
各
号
に
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
。

一

放
射
線
の
量
の
測
定
は
、
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
線
量
当
量
率
又
は
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
線
量
当
量
に
つ
い

て
行
う
こ
と
。
た
だ
し
、
七
十
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
線
量
当
量
率
が
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
線
量
当
量
率
の
十

倍
を
超
え
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
所
又
は
七
十
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
線
量
当
量
が
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
線
量
当

量
の
十
倍
を
超
え
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
所
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
七
十
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
線
量
当
量
率

又
は
七
十
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
線
量
当
量
に
つ
い
て
行
う
こ
と
。

一

放
射
線
の
量
の
測
定
は
、
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
線
量
当
量
率
又
は
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
線
量
当
量
に
つ
い

て
行
う
こ
と
。
た
だ
し
、
七
十
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
線
量
当
量
率
が
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
線
量
当
量
率
又
は

一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
線
量
当
量
の
十
倍
を
超
え
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
所
に
お
い
て
は
、
七
十
マ
イ
ク
ロ
メ
ー

ト
ル
線
量
当
量
率
に
つ
い
て
行
う
こ
と
。

二

（
略
）

二

（
略
）

三

前
二
号
の
測
定
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
項
目
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
場
所
に

つ
い
て
行
う
こ
と
。

三

前
二
号
の
測
定
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
項
目
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
場
所
に

つ
い
て
行
う
こ
と
。

項

目

場

所

項

目

場

所

放
射
線
の
量

イ

エ
ッ
ク
ス
線
診
療
室
、
診
療
用
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
放
射
線
発
生
装
置
使
用

室
、
診
療
用
粒
子
線
照
射
装
置
使
用
室
、
診
療
用
放
射
線
照
射
装
置
使
用

室
、
診
療
用
放
射
線
照
射
器
具
使
用
室
、
放
射
性
同
位
元
素
装
備
診
療
機

器
使
用
室
、
診
療
用
放
射
性
同
位
元
素
使
用
室
及
び
陽
電
子
断
層
撮
影
診

療
用
放
射
性
同
位
元
素
使
用
室

放
射
線
の
量

イ

エ
ツ
ク
ス
線
診
療
室
、
診
療
用
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
放
射
線
発
生
装
置
使
用

室
、
診
療
用
粒
子
線
照
射
装
置
使
用
室
、
診
療
用
放
射
線
照
射
装
置
使
用

室
、
診
療
用
放
射
線
照
射
器
具
使
用
室
、
放
射
性
同
位
元
素
装
備
診
療
機

器
使
用
室
、
診
療
用
放
射
性
同
位
元
素
使
用
室
及
び
陽
電
子
断
層
撮
影
診

療
用
放
射
性
同
位
元
素
使
用
室

ロ
〜
ト

（
略
）

ロ
〜
ト

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

第
三
十
条
の
三
十
二
の
二

法
第
三
十
条
の
四
第
九
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
病
床
は
、
次
に
掲

げ
る
病
床
と
す
る
。

第
三
十
条
の
三
十
二
の
二

法
第
三
十
条
の
四
第
九
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
病
床
は
、
次
に
掲

げ
る
病
床
と
す
る
。

一
〜
十
二

（
略
）

一
〜
十
二

（
略
）

十
三

治
験
を
行
う
病
院
又
は
診
療
所
の
当
該
機
能
に
係
る
病
床

十
三

医
薬
品
医
療
機
器
等
法
第
二
条
第
十
七
項
に
規
定
す
る
治
験
を
行
う
病
院
又
は
診
療
所
の
当
該
機
能
に

係
る
病
床

十
四

（
略
）

十
四

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

第
三
十
条
の
三
十
三
の
十
二

（
略
）

第
三
十
条
の
三
十
三
の
十
二

（
略
）

２

法
第
三
十
条
の
二
十
三
第
一
項
第
九
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

も
の
と
す
る
。

２

法
第
三
十
条
の
二
十
三
第
一
項
第
八
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

も
の
と
す
る
。

一
〜
五

（
略
）

一
〜
五

（
略
）

３
・
４

（
略
）

３
・
４

（
略
）
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（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
の
十
一
第
二
項
の
改
正
規
定
及
び
次
条
の
規
定
は
、
平
成
三
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

病
院
又
は
診
療
所
の
管
理
者
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
第
一
条
の
十
一
第
二
項
第
三
号
の
二
ハ
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
分
の
間
、
同

に
掲
げ
る
放
射
線
診
療
に
用
い
る
医
療
機
器
で
あ
っ
て
線
量
を
表
示
す
る
機
能
を

有
し
な
い
も
の
に
係
る
放
射
線
に
よ
る
被
ば
く
線
量
の
記
録
を
行
う
こ
と
を
要
し
な
い
。

第
三
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
第
二
十
四
条
第
八
号
の
二
に
規
定
す
る
診
療
用
放
射
性
同
位
元
素
（
同
条
第
八
号
ハ

か
ら

ま
で
に
掲
げ
る
も
の
に
限
る
。）を
備
え
て
い
る
病
院
又
は
診
療
所
の
管
理
者

は
、
こ
の
省
令
の
施
行
後
一
月
以
内
に
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
第
二
十
八
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
病
院
又
は
診
療
所
の
所
在
地
の
都
道
府
県
知
事
（
診
療
所
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
所
在
地
が
医
療
法
第
五
条
第
二
項
に
規
定

す
る
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
の
区
域
に
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
保
健
所
を
設
置
す
る
市
の
市
長
又
は
特
別
区
の
区
長
。）に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。




